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No. 事　業　概　要 担当課 内容 令和３年度事業実施状況 令和4年度目標

104
審議会等における男女
委員構成比率の均衡の
推進

人権男女
共同参画課

審議会等における男
女委員構成比の均衡
化

各種審議会等への女性委員の委嘱を推進するため、改選の際
事務局を置く所属に対して女性の登用を依頼した。

改選の時期に合わせ、女性登
用を依頼する。

105
審議会等への女性の登
用調査の実施

人権男女
共同参画課

審議会等への女性登
用調査の実施

国、県からの調査に基づき、審議会等への女性登用調査を実
施した。
審議会等の数59　女性を含む審議会等の数52　比率88.1％
審議会等委員の数779人　女性の数220人　　比率28.2％

女性比率30％
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女性団体
への支援

106 女性団体への活動支援
人権男女
共同参画課

女性団体の活動支援

女性の地位向上を図るための地域・社会活動事業を実施する
女性フォーラムあげおに対して、女性フォーラムあげお補助
金交付要綱に基づき補助金の交付を行った。
補助額　　1２0,000円

活動支援を継続
補助額120，000円
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市政への
関心と参
加の促進

107
行政が行う広聴活動へ
の女性の参加促進

広報広聴課
「市政相談員委員」
への女性の登用

実績なし

任期は１年で再任は妨げない
ものとしているため、現委員
が再任を辞退し新たな委員を
選考する際は積極的に女性の
参加を検討する。

108
女性職員の管理職や指
導的役割への登用

職員課 女性管理職の登用

・管理職相当職以上の職員数中の女性の数 204人中 36人
（17.6％）
・管理職相当職を除く
　役付き職員数中の女性の数　　　　　 395人中 155人
（39.2％）
・職員総数中の女性の数　　　　　　 1,421人中 586人
（41.2％）
・一般職員数中の女性の数　　　　　　 822人中 395人
（48.1％）

管理職相当職以上の職員数中
の女性の数
→全国市町村平均以上を維持

109
職域を区別することな
く、能力ある人材の育
成

職員課 人事評価の実施

人事評価制度は、人材育成の観点から取り組んでおり、職員
の資質向上によって、より質の高い市民サービスを提供する
ため、能力・意欲評価及び実績評価を継続的に実施してい
る。評価者によって評価が変わらないよう評価の公平性、透
明性、納得性を高める必要があるが、性別に関係なく、能
力、実績、適性に応じた人材の登用・能力開発の推進を図る
ことができた。

公平・公正な制度運用に引き
続き努める

職員に対
する男女
共同参画
研修の推
進

110
男女共同参画等の研修
の実施

職員課
男女共同参画に関す
る職員研修の実施

基本研修の中で実施している「人権」の科目では、様々な人
権問題の中から、男女共同参画や女性の人権問題についても
取り上げ、考える機会を持った。
１　内　容
　男女共同参画・女性の人権
　講　師　内部講師（人権男女共同参画課職員）（①）
　　　　　埼玉県人権推進課職員（②）
　　　　　聖学院大学教授　石川裕一郎氏（③）
　　　　　東京都人権啓発センター　小原俊治氏（④）
２　実施日
　①令和３年１０月　５日　新規採用職員　　３９人
　②令和３年　６月　３日　新任主任級職員　６１人
　③令和３年　７月　６日　新任主査級職員　２７人
　④令和３年１０月１２日　新任課長級職員　２６人

「人権」研修の中で男女共同
参画や女性の人権問題につい
て引き続き取り上げる。

111
ハラスメント防止研修
の実施

職員課
セクシュアル・ハラ
スメントに関する職
員研修の実施

各所属に置かれているハラスメント防止推進委員及び新任管
理職職員を対象に、ハラスメント防止研修を実施した。（コ
ロナ禍のためオンライン開催）
〇ハラスメント防止研修
・期　日　令和４年２月９日（水）
・内　容　ハラスメントの防止について
・講　師　弁護士　村松綾子氏
・受講者　ハラスメント防止推進委員及び新任管理職（123
人）

ハラスメント防止研修の開催

112
男性職員の育児休業等
の取得推進

職員課
男性職員の育児休業
の周知と取得

庁内ＬＡＮに掲載している「子育て支援パンフレット」の活
用を図るなどの制度の周知に努めたとともに、取得に係る相
談を丁寧に行った。
令和３年度の男性職員の育児休業取得は７名。（前年より増
加）

男性職員の育児休業等の取得
率
→5.6％以上

113
ワーク・ライフ・バラ
ンスの啓発

職員課
ワーク・ライフ・バ
ランスデーの実施

職員の定時退庁を推進し仕事と生活の調和を図ることを目的
として、ワーク・ライフ・バランスデーを実施した（毎月第
２・４金曜日）。当日は庁内放送で周知したほか、庁内LAN
において定時退庁を呼び掛ける掲示を行った。

引き続きワーク・ライフ・バ
ランスデーの周知・徹底に努
める

114
上尾市男女共同参画庁
内推進委員による計画
的な啓発体制の維持

人権男女共
同参画課

男女共同参画庁内推
進会議の開催

上尾市男女共同参画庁内推進会議を開催し、年次報告書や事
業計画の審議を行った。
7月21日実施　第3次上尾市男女共同参画計画について、審
議会における女性登用率について等

男女共同参画庁内推進会議を
年２回開催　テーマ：男性育
児休業、男女共同参画にかか
る表現指針等を検討中

115
各種プロジェクト・
チーム等の男女比の適
正化の推進

人権男女共
同参画課

実績なし
プロジェクト・チームの立ち
上げがあれば、男女比率の適
正化を推進する。

116
上尾市男女共同参画審
議会からの意見を施策
へ反映

人権男女共
同参画課

男女共同参画審議会
の実施

上尾市男女共同参画審議会を開催し、年次報告書や事業計画
の審議を行った。
10月26日実施　令和3年度上尾市男女共同参画年次報告書、
人権男女共同参画課・男女共同参画推進センター実施事業等

２回開催する。
第1回は10月5日実施予定

117
市民、市民活動団体、
事業者等との協働によ
る啓発活動の推進

人権男女共
同参画課

女性団体との共催講
座の実施

女性フォーラムあげおと共催で３講座を実施した。
①『多様な性から人権尊重を考える～誰もが参画できる社会
のため～』②『災害女性学って何？～東日本大震災から10年
経って～』③『日本の学校は本当にジェンダー平等になって
いるか？』

共催講座の開催
目標　３講座
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